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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第１四半期連結累計期間の経常収益は、その他経常収益が減少したものの、資金運用収益及

びその他業務収益が増加したため、前第１四半期連結累計期間対比２億39百万円増加し、167億

94百万円となりました。なお、その他経常収益の減少は、貸倒引当金戻入益が増加した一方で、

株式等売却益が減少したことによるものです。資金運用収益の増加は、貸出金利息が減少した一

方で、有価証券利息配当金が増加したことによるものです。その他業務収益の増加は、国債等債

券売却益が増加したことによるものです。 

経常費用は、物件費の減少により営業経費は減少したものの、国債等債券売却損の増加による

その他業務費用の増加により、前第１四半期連結累計期間対比２億４百万円増加し、115億63百

万円となりました。 

この結果、経常利益は、前第１四半期連結累計期間対比35百万円増加し、52億31百万円となり

ました。親会社株主に帰属する四半期純利益は、法人税等の増加により、前第１四半期連結累計

期間対比２億14百万円減少し、39億57百万円となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

当第１四半期連結会計期間末の預金及び譲渡性預金の合計残高は、個人預金、法人預金及び譲

渡性預金の増加により、前連結会計年度末対比886億円増加し、２兆9,204億円となりました。 

貸出金残高は、地域密着型金融の実践により、県内の事業性貸出金と個人ローンは増加したも

のの、県外の貸出金の減少により、前連結会計年度末対比26億円減少し、１兆7,298億円となり

ました。 

有価証券残高は、ポートフォリオ・リバランスの推進による外国証券等の増加により、前連結

会計年度末対比206億円増加し、１兆1,427億円となりました。 

 

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

連結業績予想については、本日（平成29年８月７日）別途開示する、「業績予想の修正に関す

るお知らせ」をご覧ください。 
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１．損益状況（単体）

（１）業務粗利益 　9,945百万円

　業務粗利益は、国債等債券売却損の増加によるその他業務利益の減少及び役務取引等利益の減少により、

前年同期比２億９百万円減少し、99億45百万円となりました。

　また、コア業務粗利益は、前年同期比１億64百万円減少し、99億18百万円となりました。

（２）業務純益    　2,650百万円

　業務純益は、業務粗利益の減少を、経費の減少が上回ったことから、前年同期比73百万円増加し、

26億50百万円となりました。

　また、コア業務純益は、前年同期比１億18百万円増加し、26億23百万円となりました。

（３）経常利益    　5,032百万円

　経常利益は、株式等売却益が減少したものの、業務純益の増加や、貸倒引当金戻入益の増加により、

前年同期比44百万円増加し、50億32百万円となりました。

（４）四半期純利益　3,832百万円

　四半期純利益は、法人税等の増加により、前年同期比２億61百万円減少し、38億32百万円となりました。

1 14,274 89 14,185 25,900

2 9,945 △ 209 10,154

3 ( 9,918 ) ( △ 164 ) ( 10,082 ) 18,800

4 9,024 △ 36 9,060

5 1,332 △ 48 1,380

6 △ 411 △ 125 △ 286

(△) 7 7,294 △ 283 7,577 14,650

(△) 8 3,620 △ 16 3,636

(△) 9 3,019 △ 267 3,286

(△) 10 655 1 654

11 2,650 73 2,577

12 2,623 118 2,505 4,150

(△) 13 ― ― ―

14 2,650 73 2,577 4,100

15 26 △ 46 72

16 2,383 △ 28 2,411

(△) 17 △ 15 △ 30 15

(△) 18 ― ― ―

(△) 19 △ 15 △ 30 15

20 1,943 816 1,127

21 0 ― 0

(△) 22 ( △ 1,959 ) ( △ 847 ) ( △ 1,112 ) △ 2,700

23 404 △ 750 1,154

24 19 △ 125 144

25 5,032 44 4,988 6,700

26 △ 10 △ 8 △ 2

27 △ 10 △ 8 △ 2

28 5,022 36 4,986

(△) 29 1,263 143 1,120

(△) 30 △ 74 153 △ 227

(△) 31 1,189 297 892

32 3,832 △ 261 4,093 5,100

臨 時 損 益

法 人 税 等 合 計

う ち 固 定 資 産 処 分 損 益

そ の 他 臨 時 損 益

経 常 利 益

特 別 損 益

税 金

法 人 税 等 調 整 額

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ①

うち国債等債券損益（ 5勘定尻）

人 件 費

不 良 債 権 処 理 額 ②

株 式 等 損 益

税 引 前 四 半 期 純 利 益

四 半 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

( 与 信 費 用 ① ＋ ② － ③ － ④ )

コ ア 業 務 純 益

(単位：百万円)

項
番

平成30年３月期 平成29年３月期 平成30年３月期

第１四半期

(Ａ)－(Ｂ)

業 務 純 益

比　較

経 常 収 益

第２四半期

（Ａ） 業績予想(参考)

役 務 取 引 等 利 益

そ の 他 業 務 利 益

経 費 （ 除 く 臨 時 費 用 処 理 分 ）

そ の 他

償 却 債 権 取 立 益 ④

物 件 費

第１四半期

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ③

業 務 粗 利 益

( コ ア 業 務 粗 利 益 )

資 金 利 益

業 務 純 益 ( 一 般 貸 倒 繰 入 前 )

（Ｂ）
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２．「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（連結）

　   (単位：億円)

平成29年3月末対比

62 3  59 

529 △ 30  559 

4 △ 1  5 

595 △ 28  623 

（注）上記の四半期末計数は、「金融機能の再生のための緊急措置に関する法律施行規則」第４条に規定する各債権

　　のカテゴリーにより分類しておりますが、集計方法については以下の点につき連結会計年度末または中間連結会

　　計期間末に開示する計数とは異なるため、計数は連続しておりません。

（１）「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」および「危険債権」
　　①開示区分
　　　　連結会計年度末または中間連結会計期間末時点における債務者区分（※）をベースとし、四半期中に
　　　倒産、不渡り及び廃業等の客観的な事実ならびに行内格付の変更等があった債務者について、当行及び
　　　連結子会社の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直しを行っております。
　　②開示金額
　　　　各四半期末時点における残高をベースとしております。

（２）「要管理債権」
　　①開示区分
　　　　連結会計年度末または中間連結会計期間末時点における債務者区分（※）をベースとし、四半期中に
　　　要注意先の債務者に対する債権のうち、新たに３ヵ月以上延滞となった債権、貸出条件を緩和したこと
　　　を確認している債権等について、当行及び連結子会社の定める自己査定基準に基づき債務者区分の見直
　　　しを行っております。
　　②開示金額
　　　　各四半期末時点における残高をベースとしております。

※債務者区分との関係：破産更生債権及びこれらに準ずる債権（実質破綻先、破綻先の債権）
　　　　　　　　　　　危険債権（破綻懸念先の債権）
　　　　　　　　　　　要管理債権（要注意先のうち、元金又は利払いが３ヵ月以上延滞しているか、又は
　　　　　　　　　　　　　　　　　貸出条件を緩和している債権）

(参考)「金融再生法ベースのカテゴリーによる開示」（単体）
　   (単位：億円)

平成29年3月末対比

56 3  53 

508 △ 30  538 

4 0  4 

568 △ 28  596 

（不良債権比率）
3.33% 

計

　破産更生債権及び
　これらに準ずる債権

　危険債権

　要管理債権

計

　破産更生債権及び
　これらに準ずる債権

　危険債権

　要管理債権

総与信額

総与信に占める開示額の割合

3.38% 
（不良債権比率）

総与信額 17,590 △ 25  

総与信に占める開示額の割合
3.22% △0.16% 

17,615 

平成29年6月末 平成29年3月末 (実績)

平成29年6月末 平成29年3月末 (実績)

3.48% 

17,845 △ 31  17,876 

△0.15% 
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３．自己資本比率（国内基準）

　平成29年6月末(速報値)

連結自己資本比率

　平成29年6月末(速報値)

単体自己資本比率

４．預金等・貸出金の残高（単体）

（１）預金等（末残） （単位：億円、％）

金額 増減率

預金等 891 3.1 

うち個人 441 2.4 

うち法人 290 4.1 

うち大分県内 892 3.3 

（２）貸出金（末残） （単位：億円、％）

金額 増減率

貸出金 △ 19 △ 0.1 

うち中小企業等貸出残高 73 0.6 

中小企業等貸出比率 0.5 

うち個人ローン 16 0.3 

うち大分県内 46 0.3 

５．預り資産残高（公共債、投資信託、保険商品等）（単体）

（単位：億円、％）

金額 増減率

預り資産残高 8 0.2 

投資信託残高 △ 13 △ 2.0 

生保商品残高 32 1.2 

外貨預金残高 7 10.0 

公共債残高 △ 18 △ 2.7 

６．時価のある有価証券の評価差額（単体）

（単位：百万円）

その他有価証券

株式

債券

その他

外国証券

投資信託

以　上

平成29年3月末平成29年6月末平成29年6月末

時　価
29年3月末比

評価差額 評価差額

25,200  

9,835  

3,214  

1,134,566  

63,880  

664,452  

406,233  

38,249  

21,868  

11,440  

1,844  

3,096  

3,332  

△ 1,605  

1,370  

35,153  

659 

2,749 

70 

677 

646 

2,781 

77 

659 

平成29年6月末 平成29年3月末

29年3月末比

4,163 4,155 

13,748 13,702 

68.8 68.3 

11,962 11,889 

5,086 5,070 

平成29年6月末 平成29年3月末

29年3月末比

17,370 17,389 

29年3月末比

27,981 

29,323 28,432 

7,068 

18,682 

27,089 

平成29年6月末

10.48%   

7,358 

19,123 

平成29年3月末

10.99% 

平成29年3月末

11.13%   

29年3月末比

平成29年3月末

10.34% 

0.14% 

0.14% 

29年3月末比

993  

851  

242,723  

163,509  

2,141  

1,072  

1,148  

221  
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